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「
手
が
届
く
、
焼
肉
店
」で
あ
れ

賢
く
営
ん
で
ロ
ー
カ
ル
の
星
に

焼肉もりたけ（やきにくもりたけ）
京都市右京区梅津北浦町2-8　☎075（881）4129
17:00～23:00（L.O.22:30）／火休

セレクトは脂よりも赤身の肉質で、大看板である牛肉は銘柄牛からホル
モンまで。他にも豚、鶏、海鮮や若年層に人気なウインナーなどもライン
ナップして幅広い客層に対応している。名物は日替わりで出す黒毛和牛の
希少部位。タレもあるが、基本は塩と豊富な薬味で楽しむスタイル

その日に入った希少部位を集めた「本日厳選5種盛」4980円。この日はザブトン、ササミ、特撰カルビ、カイノミ、
マルシンというラインナップで、ヒウチやイチボの日も。味付けは基本的に塩で、写真に添えられているのはワサビ、
にんにくチップ、塩こんぶ

　

店
主
の
栗
林
和
久
さ

ん
は
居
酒
屋
で
８
年
、

精
肉
店
で
の
修
業
を
経

て
２
０
１
２
年
に
同
店

の
店
長
に
就
き
、
２
０

１
６
年
に
は
店
を
引
き

継
ぐ
形
で
オ
ー
ナ
ー
に
。

　

焼
肉
店
に
つ
い
て

は
、
各
店
の
肉
に
対
す

る
思
い
入
れ
や
価
値
観

が
、
本
当
に
様
々
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
ん
な
時
代
に
、
栗
林

さ
ん
が
扱
う
の
は
９
割

が
未
経
産
牛
、
メ
ス
だ
。

曰
く「
脂
が
緩
く
て
、
キ

ラ
キ
ラ
し
て
る
ん
で

す
」。
そ
し
て
脂
よ
り
も

肉
重
視
。「
今
は
サ
シ

至
上
主
義
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
て
、
サ
シ
よ

り
肉
質
で
す
ね
。
見
た

目
で
言
え
ば
、
よ
り
小

豆
色
に
近
い
色
」。

　

そ
の
決
め
事
の
仕
入

れ
の
中
で
、
３
割
を
占

め
る
の
が
東
京
は
芝
浦

の
株
式
会
社 

吉
澤
畜
産

か
ら
届
く
肉
だ
。
こ
の

全
国
的
に
知
ら
れ
る
老

舗
に
縁
を
得
て
、
仕
入

れ
が
で
き
る
よ
う
に
。

「
こ
っ
ち
は
京
都
の
、

ロ
ー
カ
ル
な
新
参
者
な

の
に（
笑
）、
ラ
ッ
キ
ー

な
こ
と
に
」。
同
社
が
扱

う
松
阪
牛
が
代
表
メ

ニ
ュ
ー
で
、
そ
の
他
に

島
根
な
ど
各
地
の
黒
毛

和
牛
、
さ
ら
に
国
産
牛

や
海
外
の
も
の
も
利
口

に
仕
入
れ
て
５
〜
６
千

円
の
客
単
価
を
保
持
し

て
い
る
。

　

未
経
産
の
メ
ス
、オ
ー

ダ
ー
ご
と
の
カ
ッ
ト
と

い
う
手
間
を
貫
き
つ

つ
、
一
流
業
者
か
ら
の

松
阪
牛
、
海
外
産
も
含

め
て
独
自
目
利
き
で
手

が
届
く
精
肉
も
取
り
入

れ
る
バ
ラ
ン
ス
。
贅
沢

を
し
た
い
日
に
、
さ
ほ

ど
覚
悟
を
強
い
な
い
よ

う
に
、
客
足
を
こ
ち
ら

に
向
け
て
も
ら
う
。
こ

こ
が
重
要
な
と
こ
ろ

で
、
近
隣
の
人
々
に「
手

が
届
く
店
」と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
、
確
た
る
も

の
に
し
て
い
る
お
手
本

店
で
も
あ
る
。

　

京
都
府
料
理
飲
食
業

組
合
連
合
会
の
監
事
、

常
任
理
事
な
ど
を
歴

任
、
京
都
府
寿
司
生
活

衛
生
同
業
組
合
で
理
事

長
も
務
め
ら
れ
ま
し
た

北
倉
弘
款
（
き
た
く
ら
・

ひ
ろ
ゆ
き
）氏
が
、
去
る

令
和
８
年
１
月
24
日
、

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享

年
86
歳
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

「
焼
し
ゃ
ぶ
」（
写
真
上
）の
部
位
も
日
に
よ
っ
て
替
わ
り
１
６
８
０
円

〜
２
０
８
０
円
ぐ
ら
い
の
幅
。
取
材
日
は
ザ
ブ
ト
ン
で
２
０
８
０
円
。

タ
ン
元
の
良
い
と
こ
ろ
だ
け
を
主
に
使
う「
上
タ
ン
塩
」１
８
４
８
円

訃 

報

協
議
会
会
長
に
浅
沼
健
夫
氏

受
動
喫
煙
、
京
都
は
キ
ー
プ
を

育
児
休
業
・
介
護
休
業
へ
の
給
付
金

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
な
ど
を
手
厚
く

京
都
府
料
飲
連
合
会
・
新
春
理
事
会

春
秋
会
・
新
春
総
会
で
説
明

　

去
る
令
和
８
年
１
月

29
日（
木
）、
午
後
３
時

か
ら
、
京
都
ブ
ラ
イ
ト

ン
ホ
テ
ル
に
お
い
て
京

都
府
料
理
飲
食
業
組
合

連
合
会
の
新
春
理
事
会

（
園
部
平
八
会
長
を
は
じ

め
各
組
合
の
理
事
長
ら

22
名
が
参
加
）、
な
ら
び

に
同
連
合
会
春
秋
会
の

新
春
総
会（
満
田
勲
会
長

を
は
じ
め
各
組
合
の
事

務
員
ら
40
名
が
参
加
）が

同
ホ
テ
ル
内
の
別
会
場

で
並
行
し
て
行
わ
れ
た
。

　

い
ず
れ
も
福
祉
厚
生

事
業
協
会
の
山
田
晋
事

務
局
長
か
ら「
育
児
休
業

等
給
付
金
お
よ
び
介
護

休
業
給
付
金
」に
つ
い

て
、
国
保
組
合
の
相
馬

昇
司
専
務
理
事
か
ら「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
金
」

に
つ
い
て
の
説
明
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

　

前
者
は
、
昨
年
の
法

改
正
を
踏
ま
え
た
育
児

休
業
に
関
す
る
雇
用
保

険
の
給
付
金
全
般
の
概

要
が
説
明
さ
れ
た
。
併

せ
て
、
事
業
協
会
で
の

取
り
扱
い
は
少
な
い
も

の
の
、
今
後
増
加
が
見

込
ま
れ
る
介
護
休
業
給

付
金（
雇
用
保
険
制
度
）

に
つ
い
て
も
説
明
が

あ
っ
た
。

　

後
者
の
支
援
金
は
令

和
８
年
４
月
か
ら
実
施

さ
れ
る
制
度
で
、「
児
童

手
当
の
拡
充
」「
妊
婦
の

た
め
の
支
援
給
付
」「
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」

な
ど
に
必
要
な
財
源

を
、
全
国
の
医
療
保
険

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担

　

去
る
令
和
７
年
12
月

23
日（
火
）に
、
京
都
経

済
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

京
都
受
動
喫
煙
防
止
対

策
事
業
者
連
絡
協
議
会

の
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

松
井
孝
治
京
都
市

長
、
そ
の
他
行
政
の
担

当
者
、
関
係
者
、
大
阪

府
喫
茶
飲
食
生
活
衛
生

同
業
組
合
の
荻
原
奨
理

事
長
ら
が
出
席
、
そ
れ

ぞ
れ
の
意
見
を
述
べ

あ
っ
た
。

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

に
則
り
、「
吸
う
人
吸
わ

な
い
人
が
共
存
で
き
る

街
づ
く
り
を
」と
い
う
基

本
方
針
は
堅
持
し
つ

つ
、
昨
年
の
万
博
開
催

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
大
阪

府
で
は
健
康
増
進
法
を

上
回
る
基
準
の
条
例
が

施
行
さ
れ
、
そ
の
報
告

な
ど
も
受
け
た
う
え

で
、
京
都
府
と
し
て
は

現
状
を
キ
ー
プ
し
た
い

と
い
う
意
向
。

　

ま
た
か
ね
て
か
ら
の

予
定
ど
お
り
、
協
議
会

会
長
に
京
都
府
喫
茶
生

活
衛
生
同
業
組
合
の
浅

沼
健
夫
理
事
長
が
就
任

し
た
。

（
二
面
に
詳
細
記
事
）

割
合
に
基
づ
き
保
険
料

と
し
て
被
保
険
者
か
ら

徴
収
す
る
も
の
。

　

園
部
会
長
は「
い
ず
れ

も
慢
性
的
に
人
手
不
足

の
飲
食
業
に
は
必
要
。

従
業
員
の
育
児
負
担
を

減
ら
せ
ば
、
雇
用
の
定

着
、
安
定
化
に
つ
な
が

る
」と
述
べ
、
理
解
を
求

め
た
。
い
ず
れ
も
詳
し

い
問
い
合
わ
せ
は
事
業

協
会
事
務
局
、
国
保
組

合
事
務
局
ま
で
。

　

両
会
終
了
後
は
合
同

の
懇
親
会
が
催
さ
れ
、

親
睦
を
深
め
た
。

（１）２０２６年（令和８年）２月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可 第３９０号
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京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル 

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
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７
５（
２
５
２
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Ａ
Ｘ
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７
５（
２
５
２
）０
６
６
８

大
阪
か
ら
の
声
も
受
け

京
都
で
の
今
後
は
…

　

去
る
令
和
７
年
12
月

23
日（
火
）、
京
都
経
済

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

松
井
孝
治
京
都
市
長
、

大
阪
府
喫
茶
飲
食
生
活

衛
生
同
業
組
合
の
荻
原

奨
理
事
長
ら
を
迎
え

て
、
京
都
受
動
喫
煙
防

止
対
策
事
業
者
連
絡
協

議
会
が
総
会
を
開
催
し

た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
大
阪
府

喫
茶
飲
食
生
活
衛
生
同

業
組
合
の
荻
原
奨
理
事

長
が
、「
大
阪
府
に
お
い

て
は
条
例
が
令
和
７
年

４
月
以
降
施
行
に
な
っ

た
こ
と
で
、
売
上
ダ
ウ

ン
の
影
響
が
多
く
の
と

こ
ろ
で
あ
り
、
廃
業
し

た
お
店
も
数
十
軒
把
握

し
て
い
る
。
万
博
が
あ

る
こ
と
で
で
き
た
条
例

な
の
で『
万
博
が
終
わ
れ

京
都
府
料
理
生
活
衛
生
同
業
組
合

京
都
料
理
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル 

京
都
料
飲
国
保
会
館
１
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
５（
２
２
１
）５
８
３
３　
﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
５（
２
５
２
）４
６
３
９

ば
条
例
を
元
に
戻
し
て

ほ
し
い
』と
い
う
声
、『
都

道
府
県
に
よ
っ
て
ル
ー

ル
が
違
う
の
は
よ
く
な

い
』と
い
っ
た
声
が
あ

る
」と
述
べ
た
。
大
阪
府

で
は
昨
年
４
月
１
日
か

ら
原
則
屋
内
禁
煙
と
な

る
条
件
が「
客
席
面
積
１

０
０
㎡
以
下
で
喫
煙
か

禁
煙
か
選
択
可
」で
あ
っ

た
も
の
が
、「
客
席
面
積

30
㎡
超
１
０
０
㎡
以
下
」

と
な
っ
て
い
る
。

　

当
協
議
会
副
会
長
で

あ
る
牧
野
順
二
飲
食
生

衛
理
事
長
は
、「
京
都
の

場
合
、
お
店
の
意
向
に

沿
っ
た
環
境
を
作
れ
て

い
る
。
店
頭
表
示
な
ど
、

で
き
る
こ
と
を
し
っ
か

り
行
い
、
望
ま
な
い
受

動
喫
煙
が
発
生
し
な
い

環
境
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
大
事
」と
、
現
状

キ
ー
プ
を
主
張
し
た
。

　

総
会
は
、
大
阪
府
の

上
乗
せ
条
例
が
施
工
さ

れ
た
こ
と
の
影
響
を
知

り
、
外
国
人
へ
の
マ
ナ
ー

啓
発
も
含
め
て
、
引
き

続
き
、
官
民
一
体
で
受

動
喫
煙
対
策
を
し
っ
か

り
や
っ
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
閉
会
と
な
っ
た
。

冬
ら
し
い
寒
さ
の
中

年
始
恒
例
の
新
年
祭

　

創
建
は
貞
観
元
年（
８

５
９
年
）、
第
56
代
、
清

和
天
皇
の
時
代
。
中
納

言
で
あ
っ
た
藤
原
山
蔭

卿
が
一
門
の
氏
神
と
し

て
、
ま
た
都
の
護
り
神

と
し
て
勧
請
し
た
と
さ

れ
る
吉
田
神
社
。
去
る

令
和
８
年
１
月
５
日

（
月
）午
後
２
時
よ
り
、

そ
の
末
社
で
あ
る
山
蔭

神
社
に
お
い
て
、
山
蔭

神
社
敬
神
会（
髙
橋
英
一

会
長
）が
新
年
祭
を
挙
行

し
た
。

　

髙
橋
会
長
を
は
じ

め
、
寺
田
紳
一
京
都
料

理
組
合
長
ら
各
組
合
の

役
員
や
関
係
者
15
名
が

参
列
し
、
室
川
喜
幸
宮

司
が
祝
詞
を
奏
上
し
た

後
に
、
各
員
が
順
次
玉

串
を
奉
て
ん
し
、
本
年

の
料
理
飲
食
業
界
の
繁

栄
を
祈
念
し
た
。

　

直
会
で
は
、
髙
橋
会

長
が
、
京
都
料
理
組
合

の
行
事
が
こ
れ
か
ら
始

ま
り
、
ま
ず
は
２
月
15

日
・
16
日
に
控
え
た
京

料
理
展
示
大
会
が
様
変

わ
り
し
て
ど
う
な
る
か

楽
し
み
と
述
べ「
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
た
い
」と

挨
拶
。

　

室
川
宮
司
は
、
丙
午

（
ひ
の
え
う
ま
）の
年
回

り
に
触
れ
、「
馬
の
勢
い

も
あ
る
が
、
燃
え
さ
か

る
と
も
言
い
、
火
事
が

多
い
と
も
。
物
事
が
勢

い
よ
く
良
く
な
る
一
方

で
、
気
を
引
き
締
め
て
」

と
飲
食
業
界
の
好
景
気

を
祈
念
し
た
。

　

そ
の
後
、
乾
杯
を
行

い
、
厳
か
に
令
和
８
年

最
初
の
行
事
を
終
え
た
。

①
全
飲
連
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
推
奨
決
済
会

社
へ
の
加
盟
促
進
に

つ
い
て

②
日
本
政
策
金
融
公
庫

と
の
研
修
会
に
つ
い

て
③
全
飲
連
青
年
部
京
都

府
研
修
会
に
つ
い
て

④
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
委
員

令
和
７
年
度
第
５
回
三
役
会
開
催

そ
れ
ぞ
れ
の
進
捗
を
報
告

　

去
る
令
和
８
年
１
月

８
日（
木
）午
後
４
時
よ

り
、
当
組
合
事
務
所
に

お
い
て
、
令
和
７
年
度

第
５
回
三
役
会
を
開
催

し
た
。
当
日
は
牧
野
理

事
長
ほ
か
副
理
事
長
、

会
計
担
当
常
務
理
事
の

計
６
名
が
出
席
し
た
。

　

議
題
は
、
次
の
と
お

り
。

等
が
話
し
合
わ
れ
た
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
つ
い
て
は
、
京
都
府

飲
食
業
生
活
衛
生
同
業

組
合
は
、
決
済
会
社
を

Ｓ
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｅ
社
に
依

頼
す
る
こ
と
に
決
定
。

　

来
る
９
月
に
開
催
予

定
の
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
委

員
会
に
つ
い
て
は
、
京

都
が
主
催
と
い
う
こ
と

で
、
各
所
に
協
力
の
要

請
を
す
る
こ
と
な
ど
が

話
し
合
わ
れ
た
。

　

全
飲
連
青
年
部
京
都

府
研
修
会
に
つ
い
て
は

来
る
10
月
に
開
催
予
定

で
、「
青
年
部
・
全
飲
連

の
未
来
に
つ
い
て
」と
い

う
仮
題
で
進
行
し
て
い

る
。

会（
主
催
）に
つ
い
て

⑤
全
飲
連
全
国
岩
手
県

大
会
の
旅
程
に
つ
い

て

２０２６年（令和８年）２月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可　定価一部１０円 第３９０号 （２）
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京
都
料
理
飲
食
業
国
民
健
康
保
険
組
合

編
集
人　

石
谷
彰
男

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
５（
２
５
６
）３
３
２
６

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
５（
２
５
６
）６
４
３
８

受
動
喫
煙
に
つ
い
て

京
都
市
か
ら
も

　

本
号
の
他
欄
で
も
受

動
喫
煙
の
対
策
に
つ
い

て
触
れ
て
い
る
が
、
京

都
市
か
ら
も「
望
ま
な
い

受
動
喫
煙
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
」と
い
う
案
内
が

届
い
て
い
る
。

　
「
路
上
で
の
喫
煙
は
や

め
よ
う
」「
ゴ
ミ
の
ポ
イ

捨
て
は
や
め
よ
う
」と
訴

え
る
も
の
で
、
こ
れ
ま

で
に
伝
え
て
き
た
健
康

増
進
法
に
よ
る
受
動
喫

煙
防
止
に
つ
い
て
の
案

内
と
同
様
と
思
っ
て
良

令
和
８
年
度
に
向
け
て

２
月
・
３
月
の
審
議
で
決
定

　

料
飲
国
保
組
合
で

は
、
令
和
８
年
度
の
事

業
計
画（
案
）及
び
歳
入

歳
出
予
算（
案
）等
に
つ

い
て
、
２
月
17
日（
火
）

開
催
の
第
１
９
１
回
通

常
理
事
会
、
そ
し
て
、

３
月
10
日（
火
）開
催
予

定
の
通
常
組
合
会
・
単

位
組
合
代
表
者
会
議
に

お
い
て
、
理
事
や
組
合

会
議
員
、
各
単
位（
所
属
）

組
合
代
表
者
の
皆
様
の

審
議
に
よ
り
決
定
す
る

予
定
で
す
。

　

現
時
点
で
の
令
和
７

年
度
の
決
算
見
込
で

は
、
被
保
険
者
数
の
減

少
も
あ
っ
て
医
療
費
や

国
庫
拠
出
金
が
減
少
し

た
こ
と
に
よ
り
国
庫
補

助
金
も
減
少
す
る
一
方

で
、「
保
険
料
負
担
」は

増
加
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
保
険
料
の
改
定

い
だ
ろ
う
。
改
め
て
路

上
喫
煙
等
対
策
強
化
区

域
図
も
記
載
さ
れ
て
い

る
。

　

店
外
に
喫
煙
場
所
を

設
け
て
い
る
店
も
あ
る

一
方
、
路
上
喫
煙
等
対

策
強
化
区
域
内
の
店

は
、
外
に
出
て
も
喫
煙

は
不
可
。
パ
ブ
リ
ッ
ク

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
喫

煙
場
所
の
少
な
さ
は
否

め
な
い
。
京
都
市
役
所

周
辺
の
喫
煙
場
所
を
検

索
し
て
も
、
表
示
さ
れ

る
の
は
20
件
で
い
ず
れ

も
飲
食
店
だ
。

　

杉
山
公
和
理
事
長
は

「
喫
煙
不
可
に
同
意
の
お

店
も
多
く
な
っ
て
い
る

と
思
う
。
一
方
で
喫
茶

店
や
飲
み
屋
で
吸
え
な

い
の
は
不
満
と
い
う
人

も
い
る
だ
ろ
う
し
、
喫

煙
経
験
の
あ
る
人
の
中

に
は『
気
持
ち
は
分
か

る
』と
い
う
人
も
い
る
と

思
う
。
意
見
は
様
々
で

難
し
い
が
、
組
合
と
し

て
は
法
令
遵
守
を
し
て

い
き
た
い
」と
、
組
合
の

立
場
を
述
べ
て
い
る
。

に
よ
り
保
険
料
収
入
は

増
加
す
る
見
込
み
で
す
。

　

令
和
８
年
度
は
、
４

月
か
ら
12
月
号
の「
国
保

だ
よ
り
」で
お
知
ら
せ
し

た
よ
う
に
、
国
の
制
度

と
し
て
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
金
の
納
付
と
保

険
料
の
徴
収
が
開
始
さ

れ
ま
す
。

　

料
飲
国
保
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
保
険
料
と

し
て
は
18
歳
以
上
の
被

保
険
者
か
ら「
子
育
て
支

援
納
付
金
分
」を
徴
収
す

る
も
の
の
、
こ
の
よ
う

な
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
全
被
保
険
者
の「
後

期
高
齢
者
支
援
金
分
」を

見
直
し
減
額
す
る
内
容

の
保
険
料
改
定
案
を
提

案
し
て
、
理
事
・
組
合

会
議
員
の
皆
様
に
ご
審

議
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
」

ど
う
す
る
？ 

マ
イ
ナ
保
険
証

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
紛
失
し
た
場
合

は
、
直
ち
に
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
総
合
ダ
イ
ヤ
ル

に
本
人
が
電
話
し
て
一

時
停
止
の
申
し
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
、

住
所
地
の
市（
区
）町
村

窓
口
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
再
発
行
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

再
発
行
し
て
も
12
桁
の

個
人
番
号
や
健
康
保
険

（
マ
イ
ナ
保
険
証
）の
登

録
は
そ
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
電
子
証
明
書

の
有
効
期
限
は
再
発
行

日
か
ら
５
回
目
の
誕
生

日
ま
で
に
な
り
ま
す
。

資
格
喪
失
に
伴
う
届
出
に
つ
い
て

新
た
に「
回
収
不
能
届
」を
様
式
化

　

春
は
異
動
の
季
節
で

す
。
毎
年
こ
の
時
期
は
、

従
業
員
の
採
用
や
退

職
、
家
族
の
就
職
・
転

出
入
等
に
伴
い
料
飲
国

保
組
合
の
資
格
取
得
や

喪
失
が
多
く
あ
り
ま
す

が
、
今
年
は
、
マ
イ
ナ

保
険
証
に
移
行
し
て
は

じ
め
て
の
春
に
な
り
ま

す
。

　

14
日
以
内
の
資
格
取

得
届
や
変
更
届
の
提

出
、
さ
ら
に
、
資
格
喪

失
す
る
場
合
に
は
、
資

格
喪
失
届
の
提
出
と
併

せ
て
マ
イ
ナ
保
険
証
の

登
録
を
さ
れ
て
い
な
い

方
に
は
資
格
確
認
書
・

高
齢
受
給
者
証
・
限
度

額
認
定
証
等
の
書
類
の

回
収
を
各
事
業
主
様
に

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
、

資
格
確
認
書
等
の
紛
失

も
あ
っ
て
各
書
類
の
回

収
が
で
き
ず
資
格
喪
失

届
の
提
出
が
遅
く
な
る

傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
新
た
に「
回
収

不
能
届
」の
様
式
を
整
備

す
る
こ
と
に
よ
り
、「
資

格
喪
失
届
」と
一
緒
に
提

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
速
や
か
に
喪
失
手

続
き
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
思

い
ま
す
。「
回
収
不
能
届
」

の
様
式
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
の

で
、
ご
利
用
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

医療費等に対する財源（国庫補助金・保険料）の状況

医療費等＝医療費＋後期高齢者支援金＋前期高齢者納付金＋介護納付金

（単位：千円）

1,885,414

1,942,650

1,943,481

2,024,665

1,912,643

R3

R4

R5

R6

R7見込

R7／R6

年度 医療費等

94.5%

970,544

982,361

910,677

1,117,802

937,227

83.8%

51.5%

50.6%

46.9%

55.2%

49.0%

88.8%

914,870

960,289

1,032,804

906,863

975,416

107.6%

930,444

1,147,027

1,158,786

1,088,671

1,223,849

112.4%

国庫補助金 財源割合 保険料負担 保険料収入見込

＼ 使ってみよう!マイナ保険証 ／

ホームページはこちらから

マイナンバー総合ダイヤル

第151回通常組合会・単位組合代表者会議
▶ 3月10日（火） 午後3時～　於：ヒルトン京都

京
都
市
中
京
区
二
条
通

富
小
路
東
入
ル

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈

０
７
５（
２
２
２
）２
５
８
０

0120-95-0178

詳しくはwebで検索!

料飲国保組合 検索
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余ったらどうしよう？
塩漬けにしよう！

いわし醤油

お食事処 稲福（おしょくじどころ いなふく）
京都市伏見区深草開土町2-4
TEL.075（641）3696

本城 宏和
Honjo  Hirokazu

＼ ／

大学卒業後は作陶の世界に。いずれは家業にと思って
はいたが、伏見稲荷大社の人気爆上がりを機にその日
は早まった。家業に戸惑いはなかったが、「母などは1
年に1回ペースの常連さんのお顔もお好みも頭に入って
いて、そこまではなかなか…（苦笑）」。SNSの写真を頼
りに、見たこともない世界のどこかから、ここに人が集
まることがいかに偉大なことかを、今は噛みしめている。

取材協力：ビオ・ラビッツ株式会社
（Organic Restaurant てんとうむしばたけ）
京丹後市弥栄町黒部441
☎080（4195）6312

国
保
で
無
料
健
診
が
あ
る
ん
で
す
よ
？

そ
れ
だ
け
で
も
、
大
き
い
こ
と
で
す

　

副
組
合
長
を
拝
命
し

ま
し
た
、
と
言
い
ま
し

て
も
、
そ
も
そ
も
当
店

の
オ
ー
プ
ン
が
２
０
２

２
年
で
し
て
…
。
ま
だ

ま
だ
何
も
で
き
て
い
ま

せ
ん
、
と
い
う
の
が
正

直
な
と
こ
ろ
で
す
。
た

だ
、
店
舗
経
営
に
つ
い

て
は
そ
こ
そ
こ
の
キ
ャ

リ
ア
は
あ
り
ま
し
て
、

チ
ェ
ー
ン
系
の
弁
当
店

を
１
９
９
９
年
か
ら
20

年
、
営
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
時
代
に
、
現
在
の

組
合
長
の
西
山
さ
ん
と

知
り
合
っ
て
い
ま
し

て
、
地
域
活
動
の
場
で
、

い
ろ
い
ろ
と
ご
一
緒
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
た

ん
で
す
。
独
立
開
業
時

に
す
ぐ
お
声
が
け
い
た

だ
き
ま
し
て
、「
お
力
に

な
れ
る
の
な
ら
」と
、
組

合
に
加
入
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
は
、
滋
賀

県
で
父
が
精
肉
店
を
営

ん
で
お
り
ま
し
て
、
そ

こ
で
コ
ロ
ッ
ケ
と
か
串

カ
ツ
と
か
ト
ン
カ
ツ
と

か
、
お
惣
菜
も
売
っ
て

い
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ

を
近
隣
の
お
弁
当
屋
さ

ん
に
卸
し
て
も
い
て
、

30
年
続
い
た
精
肉
店

だ
っ
た
ん
で
す
が
、
父

が「
心
機
一
転
、
弁
当
店

を
や
っ
て
み
た
い
」と
。

そ
れ
で
こ
こ
小
倉
に
移

転
し
て
き
た
の
が
始
ま

り
で
す
。

　

念
願
の
お
店
だ
っ
た

ん
で
す
が
、
父
が
わ
ず

か
１
年
で
他
界
し
て
し

ま
い
ま
し
て
、
そ
れ
か

ら
は
私
と
母
で
コ
ロ
ッ

ケ
を
は
じ
め「
こ
の
味
は

残
さ
な
け
れ
ば
」と
、
受

け
継
い
だ
形
で
す
ね
。

　

で
す
の
で
、
当
店
の
味

の
軸
の
１
つ
は
、
こ
の
受

け
継
い
だ
コ
ロ
ッ
ケ
や

カ
ツ
、
と
い
う
精
肉
店
で

培
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
軸
が
炭

火
。
こ
れ
は
初
め
て
キ
ャ

ン
プ
に
行
っ
て
、
子
供

た
ち
と
食
べ
た
炭
火
で

焼
い
た
肉
や
魚
に
感
動

し
た
ん
で
す
。
美
味
し

く
て
子
供
た
ち
が
ず
っ

と
笑
顔
な
ん
で
す
よ
ね
。

こ
れ
を
皆
さ
ん
に
も
お

届
け
し
た
い
、
と
。

　

と
い
う
わ
け
で
、
そ

の
２
本
軸
で
、
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
メ
イ
ン
の
店
と

な
り
ま
し
た
。
食
材
に

よ
っ
て
は
オ
ー
ブ
ン
で

８
割
ほ
ど
焼
い
て
炭
火

で
仕
上
げ
る
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
作
り
置
き

は
し
ま
せ
ん
。
注
文
を

い
た
だ
い
て
か
ら
盛
り

付
け
ま
す
。
そ
れ
な
り

に
時
間
が
か
か
り
ま
す

が
、
最
近
は
お
客
さ
ま

に
も
そ
れ
が
伝
わ
っ
て

い
て（
笑
）、
ご
予
約
を

い
た
だ
く
こ
と
が
増
え

ま
し
た
ね
。「
ワ
ン
コ
イ

ン
で
で
き
な
い
か
？
」と

い
う
お
声
も
あ
り
ま
し

た
し
、
受
け
入
れ
ら
れ

る
か
な
？
と
い
う
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、
タ

イ
パ
よ
り
も「
味
」「
美
味

し
さ
」を
尊
重
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
ん
だ
と
思

う
と
、
非
常
に
嬉
し
い

し
、
あ
り
が
た
い
な
と
。

　

当
店
の
あ
る
小
倉
エ

リ
ア
は
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

に
な
っ
て
か
ら
、
も
う

長
い
で
す
か
ら
、
高
齢

者
も
多
い
。
そ
の
分
、

寄
り
合
い
と
か
集
ま
り

も
多
い
で
す
。
皆
さ
ん
、

優
し
く
て
、
大
ら
か
で

す
。
以
前
は「
南
の
銀
座
」

と
呼
ば
れ
た
ほ
ど
で
、

人
口
密
度
に
対
す
る
飲

食
店
の
数
が
非
常
に
多

か
っ
た
場
所
で
も
あ
り

ま
す
。
今
は
往
時
ほ
ど

で
は
な
い
で
す
が
、
居

抜
き
物
件
も
あ
る
で

し
ょ
う
し
、
独
立
開
業

に
も
良
い
と
思
う
ん
で

す
け
ど
ね
。

　

一
方
で
広
大
な
畑
も

あ
っ
て
、
当
店
も
使
う

野
菜
は
地
域
の
農
家
さ

ん
か
ら
仕
入
れ
て
い
ま

す
。
あ
ま
り
大
規
模
に

な
っ
て
し
ま
う
と
農
家
さ

ん
の
負
担
に
な
っ
て
し

ま
う
ん
で
す
が
、
組
合
内

の
何
軒
か
で
ま
と
め
て

宇
治
飲
食
喫
茶
組
合　
副
組
合
長　
谷　
隼
人

た
に

は
や
と

滋
賀
県
の
湖
南
市
で
精
肉
店
を
営
ん
だ
父
が
一
念
発
起
、

自
慢
の
コ
ロ
ッ
ケ
や
串
カ
ツ
を
武
器
に
弁
当
店
を
立
ち
上
げ
た
。

父
と
と
も
に
、
ま
た
父
亡
き
後
も
、
そ
の
店
を
受
け
継
い
で
20
年
、

い
っ
た
ん
、
区
切
り
を
付
け
て
地
域
住
民
の
た
め
に
働
く
こ
と
に
。

２
０
２
２
年
、
炭
火
と
惣
菜
の
二
本
柱
で
、
改
め
て
独
立
開
業
。

か
つ
て「
南
の
銀
座
」と
呼
ば
れ
た
地
で
の
、
現
在
と
未
来
と
は
。

ホ
ッ
ト
ス
マ
ミ
ー 

弁
当
店
を
20
年
、
地
域
住
民
の
た
め
の
仕
事
に
就
き
、
飲

食
を
離
れ
た
数
年
を
挟
ん
で
、
改
め
て
独
立
開
業
。「
母
の

味
」と
し
て
の
お
弁
当
の
優
し
さ
を
伝
え
た
い
と
い
う
。
精

肉
店
で
人
気
を
博
し
た
惣
菜
と
、
誰
も
を
笑
顔
に
す
る
炭

火
焼
き
の
美
味
さ
、
さ
ら
に
顔
を
見
て
仕
入
れ
る
地
域
農

家
の
安
心
な
野
菜
、
そ
れ
ら
を
出
来
た
て
で
提
供
。
タ
イ

パ
や
値
段
よ
り
も
味
で
勝
負
、
そ
れ
が
定
着
し
て
き
た
と

い
い
、
今
で
は
数
百
の
予
約
が
入
る
こ
と
も
。
店
名
は「
Ｈ

ｏ
ｔ
・Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
・Ｙ
ａ
ｍ
ｍ
ｙ
」を
組
み
合
わ
せ
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
ワ
ー
ド

毎
回
、
大
喜
び
で
す
。

　

あ
と
、
健
康
診
断
と

か
。
時
間
も
と
ら
れ
る

し
…
っ
て
な
っ
て
、
行

か
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か（
笑
）。
組
合
に
入
る

ま
で
は
、
私
も
そ
う
で

し
た（
笑
）。
で
も
無
料

で
診
て
く
れ
る
、
と
な

れ
ば
、
行
き
ま
す
よ
ね

（
笑
）。
組
合
に
入
っ
て

か
ら
は
、
ち
ゃ
ん
と
行

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
だ
け
で
も
、
と
っ

て
も
大
き
い
こ
と
だ
と

思
う
ん
で
す
。

　

組
合
長
の
統
率
力

あ
っ
て
の
こ
と
で
す

が
、
そ
う
い
っ
た
こ
と

も
リ
リ
ー
ス
す
る
側
に

な
っ
た
の
で
、
地
域
活

動
も
含
め
て
、
で
き
る

こ
と
は
や
っ
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

仕
入
れ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
悪
い
話
で
は
な

い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　

こ
の
広
い
畑
、
土
が

あ
っ
て
、
広
い
空
が
あ
っ

て
、
京
滋
バ
イ
パ
ス
の

道
路
、
こ
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
の
向
こ
う
に
沈
む

夕
陽
が
キ
レ
イ
な
ん
で

す
よ
。
日
本
各
地
で
夕

景
流
行
り
と
も
聞
き
ま

す
し
、「
Ｕ
Ｊ
Ｉ
・
Ｏ
Ｇ

Ｕ
Ｒ
Ａ
」み
た
い
な
文
字

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
も

作
っ
た
ら
、
良
い
撮
影

ス
ポ
ッ
ト
に
な
る
と
思

う
ん
で
す
。
人
も
集
ま

る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

バ
ス
路
線
を
分
厚
く

し
て
い
た
だ
い
て
…
と

か
、
組
合
活
動
で
は
難

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
、
定
例
の
年

に
２
回
の
リ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
も
楽
し
い
で
す
し
。

イ
チ
ゴ
狩
り
に
行
く
ん

で
す
よ
。
子
供
た
ち
も

宇
治
市
小
倉
町
南
堀
池
１
０
３‒

14

☎
０
７
７
４（
２
６
）３
７
７
２

10
時
〜
14
時　

17
時
〜
21
時
／
火
休

　同社は京丹後市で、1年を通して約100種にも及ぶ野菜を
栽培・販売している5ha規模の農場だ。有機 JAS規格を取
得し、扱うのは全て有機肥料を使って栽培する有機野菜。
農場で、何故にイワシ？ ご説明しよう。2020年に法人化し、
ドレッシングなどの加工品も製造販売しており、同品はその
中のひとつだ。その加工品群を広める目的でレストランも経
営、責任者の松梨英樹さんがある日、宮津 養老漁港に仕入
れに出かけたときのこと。「トロ箱に一杯のカタクチイワシが
500円で売られているんですよ。『余ったものは塩漬け』とい
うのは、野菜も魚も同じで」。塩漬けにして1年間発酵、濾
過して瓶詰めにしたいわゆる魚醬だ。原材料はイワシと塩の
み。濾した後の身はアンチョビペーストとして別の商品に。食
材を無駄にしない意識も徹底している。ともあれ、魚醬とい
うと風味が苦手な向きもあるかもしれないが、気になるほど
ではなく、むしろ磯っぽさという感じ。「目玉焼きと一緒に焼
き上げて、ご飯にのせたらものすごく美味しいですし、他の
調味料が要らなくなります」と松梨さん。イカなど甘みのある
魚介に合うということで、ジュレにして牡蠣に添えてみた。柑
橘系とも相性抜群で、30mlで軽く牡蠣10個分にはなるの
で、原価としては20円ぐらい。他にも卵との相性も良く、カ
ルボナーラのさし味にも良いとか。和洋を問わない一品だ。

機
関
車
が
大
好
き
な
子
供
と
　
　

大
井
川
鐵
道
に
行
っ
て
み
た
い（上）ジュレにすることで口に入れる

と塩味がゆるやかに広がり、柑橘
系とも相性が良い。和洋を問わず、
品書きはすだちを添えて「牡蠣」でも
レモンを添えて「オイスター」でも
（左）「京都いわし醤油」は130mlで
1080円。2020年デビューで昨年
ブレイク。年間1000本が売れてい
るという。塩分濃度が濃いので、
少量で味がつく。TKGだけでなく
熱を加えるとマイルドになるので
チャーハンにも。とにかく万能
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